
免震装置

超弾性形状記憶合金による
振動エネルギーの吸収
線材バネの免震装置

 形状記憶合金 
形状記憶効果：形がひずんだものでも熱を加えることや冷やすことで元の形に戻ることを言います。
超　弾　性：材料に力を加えると材料がひずんできますが力を除くと元の形に戻る性質のこと

を言います。

　形状記憶合金はこの２つの性質を持ち、超弾性形状記憶合金は、ある一定以上の力を加えると
ひずみが進み、それ以上の力を加えることができなくなる性質も持っています。これをバネとし
て用いると力を伝えることが一定に制限できると考えられます。

 研究事例 
①超弾性形状記憶合金
線材を用いたバネ：
バネの変形量が大
きくなるにつれ剛
性が低下する性質
により、変形量に対
する復元力が大い
に表れ、力の伝達を
制限することに優
れています。
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②超弾性形状記憶合金バネの復元力特性：座屈型バネは、円環の直径が大きいため線材がほとん
ど力とひずみが一定になって変化しています。座屈型バネの復元力特性では復元力が変形量に
対して最大状態で止まっている状況が見られます。

 免震装置と効果 

※免震装置の開発で、規模の小さいものから大きいものまで開発できます。
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